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第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 本業務は、千葉市緑区誉田町一丁目に堆積された産業廃棄物により生じている

生活環境保全上の支障を除去するための実施設計を委託することを目的とする。 

 

（履行場所） 

第2条 千葉市緑区誉田町一丁目 

 

（履行期間） 

第３条 本業務の履行期間は、契約締結日の翌日から令和８年３月３１日までとする。 

ただし、概算費用額については、１０月３０日まで、費用額の確定は１２月２８日ま

でに提出すること。 

なお、履行期間内であっても作業の完了したものについては成果品の提出を求める

場合がある。 

 

（受注者の業務） 

第４条 受託者は、業務委託契約書、設計書及び本仕様書に基づいて業務を遂行しなけれ

ばならない。 

なお、本仕様書に明記のないものであっても、業務に必要な事項については、本市担

当者と協議し、その指示を受けるものとする。 

 

（安全管理） 

第５条 受託者は受託業務を遂行するにあたり、事故の無いよう常に安全管理に努めな

ければならない。 

 

（中立性及び秘密の保持） 

第６条 受託者は、常に中立性を保持するように努めるとともに、受託業務を遂行する上

で知り得た事項について、本市の許可なく第三者に漏らしてはならない。 

 

（提出書類） 

第７条 受託者は、業務の着手及び完了にあたっては、着手届及び完了届を提出するもの

とする。 

２ 受託者は、業務の着手に際し、主任技術者届を提出するものとする。 

 



 

（疑義） 

第８条 本仕様書に定める事項について、疑義を生じた場合、または本仕様書に定めのな

い場合は、速やかに本市担当者と協議の上、その指示に従うものとする。 

 

 

第２章 設計条件 

 

（設計条件） 

第９条 実施設計にあたっては、次に示したすべての条件を満足すること。 

（１） 生ずるおそれがある生活環境保全上の支障 

①  産業廃棄物の飛散・流出 

②  産業廃棄物の影響による構造物の倒壊 

（２） 設計条件 

①  基本設計において推奨された工法を採用すること。 

②  前記（１）に記載の支障を適切かつ誠実に除去できる工法を提示すること。 

③  支障除去に係る費用が安価で短期間で作業を終える工法であること。 

④  支障の除去後に係る管理費用を抑制すること 

⑤  本市の有する一般廃棄物処理施設の活用すること 

 

 

第３章 業務委託内容 

本委託は  産業廃棄物残存事案支障除去基本計画策定業務委託」の報告書を基に、さ

らに詳細設計を行い、実際の支障除去作業を効率よく、円滑かつ安全に実施するための

計画を策定する。 

 

（情報収集） 

 第10条 情報収集にあたっては、次に示す事項を満足すること。 

（１） 打合せ及び現地調査 

① 打合せ 

受託者は、発注者と打ち合わせを行い  産業廃棄物残存事案支障除去基本計画策

定業務委託」の報告書の内容をし、実施計画委託の作業内容等について確認を行

う。 

② 現地調査  

受託者は、必要に応じて、委託場所に赴き、堆積された廃棄物の性状、支障の状

況、周辺の土地利用状況及び進入路等について調査・確認を行う。 

 また、必要に応じて写真撮影及び距離の測定等を行う他、必要な調査を行い、



 

実施計画立案の基礎資料を収集すること。 

 

 

（実施設計書作成） 

第１１条 実施設計書を作成する際には、 産業廃棄物残存事案支障除去基本計画策定業

務委託」の報告書及び設計条件を基に下記の業務を実施すること。 

（１） 技術的な根拠となる設計計算書を作成する。 

① 廃棄物の収支計算書 

・搬出廃棄物量と処分方法 

（２） 支障除去施行計画作成にあたっては、以下の事項を検討すること。 

① 安全計画 

② 工程計画 

 

（３） 設計図面 

支障の除去のための設計図面として、以下の各図を作成すること。 

① 仮設計画図 

② 計画設計図 

 

（４） 工種数量計算 

支障の除去に必要な工種ごとの数量計算書を作成すること。 

 

（５） 施工費の算出 

施工費の設計書（案）を作成すること。 

 

（６）支障除去作業仕様書の作成 

    支障除去作業を実施する場合の仕様書を作成すること。 

 

第４章 その他 

 

（成果品） 

第12条 本業務の納入成果品は、次のとおりとする。 

（１）報告書（A4判、上製本、図面（A3判）    １ 式（２部） 

（２）設計図面（A1判）              １ 式（２部） 

（３）上記成果品の電子記録データ        各 １ 式（各２部） 

 

（その他） 



 

第 13 条 完了後であっても、報告内容に修正等が発生した場合は、誠実に対応するも

のとする。 

 

 


